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■地域活動■ まちあるき　建物散策

所在地：豊中市浜 1-8-23
最寄駅：阪急宝塚線服部駅下車東へ徒歩 10分
一般公開日は年に 1回 11月頃
問い合わせ先：豊中市教育委員会
TEL：06-6858-2581
参考資料：豊中市教育委員会今西氏屋敷資料など

　今西氏屋敷は鎌倉時代から戦国時代末
まで春日大社が支配した豊中最大の荘園
である。今西家は奈良春日大社の若宮神
主中臣家（現千鳥家）の支流で、春日領

「垂水西牧」（現在の豊中、吹田、箕面に
広がる大荘園で北郷と南郷に分けて支配
されていた。）の南郷目代として、鎌倉
時代末頃当地に着任した。今西家は神官
をしながら、年貢の取立てや秩序の維持
といった領主的な立場であった。
　屋敷は江戸時代の絵図などから二重の
堀に囲まれており、外堀は約 200 ｍ四
方もある。吹田街道は外堀南側に位置す
る。現在は屋敷周辺の開発が進むが、内
堀の緑と周辺の水田が当時の景色を感じ
させる。幅約 10 ｍの内堀で囲まれた北
部分には南郷春日神社本殿が祀られ、南
には今西家の屋敷が現存する。南郷春日

神社本殿は 1746 年春日大社若宮社建て
替えのとき移築されたもので、大阪府で
は今西家だけである。屋敷の北東には水
田の中にぽっかりと祠があり末社の跡を
見ることができる。また屋敷地の外側、
南西方天竺川沿いには今西家代々の墓所
である松林寺がある。
　今西氏屋敷主屋は江戸時代中期の建物
で阪神・淡路大震災後修復されたもので
ある。典型的な四間取り民家で南東側に
窯家や井戸を備えた台所がある。屋敷東
面の長屋門は桁行き六間両側には建物が
ある。昭和 47 年大阪府指定文化財に指
定され、二重濠に囲まれた城郭形式の中
世荘官屋敷として貴重な史跡である。
　内部の見学は一般公開日のみで予約申
し込みが必要である。

（昇　勇）

所在地：東大阪市今米 1-4-38
最寄駅：近鉄けいはんな線吉田駅下車徒歩 5分
見学：春期と秋期（要事前連絡）
TEL：0729-61-5050

　安永 7 年（1777 年）作成の家系図に
よると、川中家の初代は大和川付替に尽
力した中甚兵衛の兄で大坂夷橋北詰堺屋
の養子となった善右衛門で、その子五郎
平が吉田川敷に川中新田を開発したとさ
れている。
　川中家には付替時の大和川流域を描い
た「河内扇」や幕府役人と甚兵衛を描い
た「大和川付替え成就御礼之図」などの
貴重な史料が残されており、その歴史的
意義は大きい。
　屋敷林に囲まれるようにして建つ茅葺
屋根が見事な主屋は、かつての面影をそ
のまま遺しており、日本家屋の原則通り

「夏は非常に涼しい」とのこと。
　その主屋とその北側の離れ座敷は、平
成 18 年 11 月 29 日に国の登録文化財
に指定されている。

　屋敷林は江戸時代から長い間、木々の
交替を繰り返しながら存続し、かつては
燃料や堆肥などの供給源として、また一
部は鑑賞用、防風・防火などの大切な役
割を果たしつつ常に人の手が入ってきた。
　時代が進むにつれ生活に直接必要のな
いものになった屋敷林は荒れ果てていっ
たが、昭和 59 年 9 月、約 5000 ㎡が大
阪府における緑地保全地区の第一号とし
て指定され、さらには平成元年には府民
投票による「大阪みどりの百選」が選定さ
れ、この屋敷林もそのひとつに選ばれた
ことにより、自然的環境と歴史的環境を
一体的に保全する体制が整ったと言える。
　現在は様々な高木・低木に草木類、キ
ノコ類、コケ・シダ類やそこに棲息する
小動物、野鳥、昆虫などが加わり、一つ
の生態系を構成している。　　（仙入 洋）

川中邸と屋敷林全景

河内扇

南郷春日神社本殿

屋敷主屋

長屋門

いまにししやしき
今西氏屋敷

かわなかてい　 やしきばやし
川中邸と屋敷林

北摂

東大阪




